
 

 

連系線利用ルール見直し（間接オークション導入）の概要 

 

 

（１）現行の連系線利用ルール 

・ 連系線容量(利用枠)の割当て方法は、連系線利用計画の提出順位に基づく「先着優先」

となっている。 

・ 日本卸電力取引所のスポット市場は、先着優先による連系線利用枠の割当て後、スポ

ット市場の入札締切となる前日 10時の段階でなお空きがある場合に、その空き部分

を活用して実施している。 

 

（２）連系線利用ルールの見直し方法 

・先着優先による連系線利用計画の登録（容量割当）を停止し、原則、全ての連系線容

量をスポット市場の取引結果に割当てる間接オークションへ移行する。 

・間接オークションへの移行により、連系線の利用順位は、スポット市場での約定価格

が安い電源順となる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

現行の仕組み 

（先着優先と間接オークションのハイブリッド） 

先着優先の

容量割当を

停止 

間接オークション 

価格が安い順に割当て 
価格によらず先着順で割当て 

電力・ガス基本政策小委員会 第 3回制度検討作業部会 資料 4をもとに作成 

① 利用計画Ａ 8円/kWh ③ 利用計画Ａ 8円/kWh
② 利用計画Ｂ 10円/kWh ④ 利用計画Ｂ 10円/kWh
③ 利用計画Ｃ 6円/kWh ② 利用計画Ｃ 6円/kWh
④ 利用計画Ｄ 20円/kWh 利用計画Ｄ 20円/kWh

利用計画Ｅ 5円/kWh ① 利用計画Ｅ 5円/kWh
利用計画Ｆ 15円/kWh 利用計画Ｆ 15円/kWh

※４つの利用計画分が送電できる連系線容量がある前提

※①～④は優先順位


